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序説

男女平等という事柄は、現代とても重要な問題です。この問題に関しての議論や論文の数は増えており、多
くの見解があります。イスラームにおける男女平等は、非イスラーム教徒、そしてイスラーム
教徒の一部からさえ最も誤解されている問題でしょう。この記事では、イスラームにおける男女
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平等の見地を簡潔に、そして正しく説明します。

古代文明における女性
イスラームが与えた女性の地位を本当の意味で理解するためには、現在と過去に存在したシ
ステムと比べてみる必要があります。

（１）インドのシステム：1911年に出版されたブリタニカ百科辞典にはこう書かれてい
ます。「インドでは服従が最も重要な理念です。マヌ経典は、『女性は一日中、保護者のも
とに拘束されていなければなりません。』と言っています。遺産は男性中心に決められ、女
性は省かれていました。ヒンズー教の書物には、理想の妻についてこう書かれています。『
心も言葉も体も服従の状態にあり、社会的な名声があり、楽園で夫と共に住む女性である。』」
（メース「東西の結婚」）

（２）ギリシャのシステム：アテネでの女性の地位はインド人女性やローマ人女性と変わ
らないものでした。「アテネの女性は常に半人前とされ、父親、兄弟、または親戚の男性
の中で誰かに従属している状態でした。」（アラン・E・A
「文明の歴史」）結婚においても女性の意思は関係ないとされ、「両親の意思に服従しなければなら
ず、たとえ相手を全く知らない状態でも、彼らが連れてきた夫を主人としなければなりま
せんでした。」（文明の歴史）

（３）ローマのシステム：ローマ人の妻は歴史家たちによってこう説明されています。「未熟
で、半人前で、被後見人で、自分の意志では何もすることができず、常に旦那の後見と保護の下
にいる者。」（文明の歴史）1911年に出版されたブリタニカ百科辞典では、ローマ文明で
の女性の法的位置づけがまとめられています。「ローマ法では、歴史的に女性は完全に依
存した存在でした。結婚したときは彼女自身と彼女の財産は夫のものであり、妻は夫が購入し
た所有物であり、夫の利益の為に得られた奴隷でした。女性には市民権や公的な場所での権限は
なく、保証人、後見人、保佐人になることはできませんでした。女性は養子縁組をすることもでき
ず、契約を結んだり、遺書を遺すこともできませんでした。」



（４）スカンジナビア地域のシステム：スカンジナビアの女性は、未婚・既婚に関わらず
、常に保護下にある存在でした。17世紀末のデンマークのキリスト法では女性が後見人の許可無しに結
婚した場合には、後見人は女性の所有物の用益権と監督権を得られるとしていました。（ブリタニ
カ百科辞典、1911年）

（５）英国のシステム：英国では女性の所有権は19世紀末まで認められていませんでした。
「1870年に施行され、1882年と1887年に修正された、既婚女性の所有権条約から始まった
一連の運動により、女性は財産の所有権を認められ、独身女性、寡婦、離婚女性が同等に契約を結ぶことがゆ
るされました。」（ブリタニカ百科辞典、1968年）一方フランスでは、1938年のフラ
ンス法まで女性が契約を結ぶ権利はありませんでした。しかし当時ですら、既婚女性は、彼女
の所有物を分配する際には夫の許可を得なければなりませんでした。

（６）ユダヤの法：妻は許嫁として娶られていました。この概念を解説するために1902年
に出版されたビブリカ百科辞典を引用します。「妻をとるということはお金で彼女の
所有物を買うということでした。お金を支払われた少女が妻になるということだったので
す。」法的に言えば、結婚が成立するために少女の同意は求められていませんでした。
「少女の同意は必要なく、法にも必要と書かれていない。」（ビブリカ百科辞典、1902
年）離婚の権利についてビブリカ百科辞典には「女性は男性の所有物であるので、男性に離
婚する権利があります。」と書かれています。離婚の権利は男性だけにしかなかったのです。1
911年のブリタニカ百科には「ユダヤの法では離婚は夫だけに与えられた権利である。」と書
かれています。

（７）キリスト教教会：キリスト教教会の女性観は最近まで、ユダヤの法と当時の流れに
影響されたものでした。デイビッドとベラ•メースが書いた「東西の結婚」にはこう書かれてありま
す。「キリスト教が女性への侮辱的見解を持っていたという事実はない、と考えるのはや
めましょう。初期キリスト教会の牧師たちが与えた女性観より差別的なものを探すのは、難し
いのです。」有名な歴史家レッキーによると、「このように甚だしく気味の悪い牧師たちが書いた
文書の動機とは……女性は地獄の扉とされ、全ての人間の悪の始めとされました。」



女性は自分が女性であるという事実自体を恥じるべきです。女性はこの世に持ち込んだその呪
いの責任をとって、苦行の中に生きるべきなのです。彼女の劣性の証拠として、その着物を恥
じるべきです。女性は特に、悪魔の最強の潜在的武器である美しさを恥じるべきです。」中
でも最も冷酷なのはタータリアンの文書です。「あなたがた女性は自分がイブだと知って
いますか？
あなたの性の神からの罰は今の時代に生きるべきなのです。罪の意識も生きるべきです。あ
なたは悪魔の入り口であり、禁断の果実を解いた者なのです。あなたが最初に神の法を破
ったのです。あなたが、悪魔にもできなかった男性への悪の誘惑を成し遂げたのです。」こ
うしてキリスト教会は、女性の劣等生と解いただけでなく、女性たちが持っていた法
的権限を奪ったのです。

イスラームにおける精神的な平等の基礎
このように世界を圧倒した暗闇の中で、下に述べられてある新鮮で、誇り高く、普遍的な言葉が
、7世紀のアラビアの砂漠に天啓として与えられました。

（１）クルアーンによると、男性も女性も精神的な本質は同じです。
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（２）神は両方の性に、生まれながらの尊厳を与え、どちらも地球上での神の信託者としま
した。（参照：クルアーン17章70節、2章30節）

（３）クルアーンは女性を「男性の弱点」として批判したり、妊娠や出産を、「禁断の身
を食べた」罰と見なしません。逆に、クルアーンではアダムとイブはどちらとも楽園での罪に責任
があり、イブだけが責任を問われてはいません。どちらも罪を悔い、どちらも赦されたの
です。（参照：クルアーン2章36〜37節、7章19〜27節）ある節では（クルアーン20章121節）アダムが
特に批判されています。クルアーンでは妊娠や出産は、母親を敬愛する理由として挙げられてい
ます。（クルアーン31章14節、46章15節）



（４）男性と女性は両方とも同じ宗教的責任と義務があります。全ての人間がその行動の結果を得る
のです。
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（５）クルアーンでは男女の優劣はないと明言しています。人間の優劣を決めるのは、性別、肌の
色、国籍ではたく、唯一敬虔な心だけだとしています。（クルアーン49章13節）

イスラームの女性の経済
（１）個人の所有権
イスラームではイスラーム前後（つい最近まで）認められていなかった女性の権利であった、単独
所有権を認めています。イスラームでは結婚前後の所有権を認めています。女性たちは自由に売買をし、貸
し借りをし、遺言を遺すことができます。イスラーム教徒の女性は（伝統的にも）結婚後に本名を名乗
り、彼女の財産への法的な所有権を示していました。

（２）経済保証と遺産の法
女性のために経済保証が約束されていました。結婚時には制限無しに婚約金を求めることができ、現在所
有している財産や現在得ている収入、将来得るであろう財産や収入を結婚後に求めることができました。
家計のために女性が自分の財産や収入から使う必要はありません。また女性には結婚している間、
そしてイッダと呼ばれる、離婚や夫との死別後のしばらくの間の経済保証が約束されています。離婚後や死別後
には（もし彼女らが一年以内に結婚しなかったのならば）一年間の経済保証を与えるべきだとし
ている学者たちもいます。結婚後に子どもが産まれた場合には父親が経済保証を与えます。一般的にイ
スラーム教徒の女性は、娘として、妻として、母として、姉妹として、生涯を通した保証が
与えられています。

女性に与えられており、男性に与えられていない結婚後の利益に関しては、遺産分配の際に男性に
女性の二倍与えられるというクルアーンの法によって補われています。かといって男性が
常に遺産を多くもらうというわけではなく、女性が多く貰う場合もあります。男性が多くもら
うとしても、彼らが彼らの妻、娘、母、姉妹の経済保証を与える責任があるのです。女性たちは遺産



の分配は少ないですが、投資や経済保証の権限を持ち続け、自分自身の生活のため（食費、医療費、衣服費
、住居費等）にでさえそれらを使う法的責任はありません。イスラーム以前では、女性自身
が遺産で分配されるものだったのです。（クルアーン4章19節）西洋では、イスラームの後でさえ、
全ての財産が長男に与えられていました。クルアーンでは男性と女性両方に、彼らの亡くなった親
戚からの決められた分の遺産の権限が与えられています。神はこう言っています。
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（３）雇用
女性の雇用を説明する前に、イスラームにおける母親、そして妻としての社会的地位は、最
も崇高で重要なものとされていことを述べておかなければなりません。メイドやベビー
シッターが正しく、問題のない、大事に育てられた子どもの教育者として母親を超えることは
ありません。このような誇り高く重要な役割は国家の将来に大きな影響を与え、怠慢とみ
なされることはありません。しかし、イスラームで女性の雇用を禁止しているというこ
とはなく、女性が最適であったり、社会が必要としている地位があれば必要なときに雇
用を求められます。そのような職種の例が、看護、教育（特に子ども）、医療、社会•慈善活動な
どです。
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